
お
知
ら
せ

催
し
物

教
室
・
講
座

ス
ポ
ー
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募
集
し
ま
す

　広報いなざわ　令和２年(2020年)５月号　12

道
路
の
破
損
な
ど
を

見
つ
け
た
ら
ご
連
絡
を

市
役
所
土
木
課  

　
　
　
　
　

０
５
８
７(

32)

１
３
８
４  

 

１
０
０
１
２
８
３

　
道
路
上
の
安
全
確
保
の
た
め
、

道
路
に
破
損
が
あ
れ
ば
応
急
補
修

を
し
て
い
ま
す
。
道
路
に
穴
な
ど

を
見
つ
け
た
場
合
は
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
５
８
７

(

34)

１
８
７
２
）
で
も
受
け
付
け

ま
す
。
連
絡
の
際
は
、
住
所
や
付

近
の
目
印
、
破
損
の
大
き
さ
・
深

さ
な
ど
を
で
き
る
限
り
詳
し
く
知

都
市
計
画
案
の
縦
覧

市
役
所
都
市
計
画
課

０
５
８
７(

32)

１
３
６
２  

 

１
０
０
４
８
６
２

　「
尾
張
都
市
計
画
稲
沢
駅
東
地

区
計
画
（
市
決
定
）」
を
変
更
す

る
た
め
、
案
を
縦
覧
し
ま
す
。
案

に
意
見
の
あ
る
方
は
、
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
　
５
月
14
日
（木）
〜
28

日
（木）
▼
縦
覧
場
所
　
市
役
所
都
市

計
画
課
▼
意
見
書
の
提
出
　
５
月

28
日
（木）
ま
で
に
市
役
所
都
市
計
画

課
へ

防
水
板
設
置
費
用
の
補
助

市
役
所
土
木
課  

０
５
８
７(

32)

１
３
８
９  

 

１
０
０
０
７
９
１

▼
対
象
　
市
内
の
住
宅
・
店
舗
な

ど
の
出
入
り
口
な
ど
に
、
防
水
板

（
浸
水
に
耐
え
る
素
材
で
、
取
り

外
し
、
移
動
ま
た
は
埋
め
込
み
が

可
能
な
構
造
の
も
の
）
を
設
置
す

る
方
▼
補
助
金
額
　
設
置
工
事
費

の
２
分
の
１
（
１
区
画
に
つ
き
上

限
20
万
円
）
▼
申
請
方
法
　
工
事

前
に
申
請
書
に
記
入
の
上
、
市
役

所
土
木
課
へ
（
用
紙
は
申
請
先
に

あ
り
ま
す
）

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

市
役
所
総
務
課  

０
５
８
７(

32)

１
１
５
４  

 

１
０
０
２
６
８
２

　
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
経
済
産
業

省
が
製
造
業
を
営
む
全
て
の
事
業

所
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　
県
知
事
に
任
命
さ
れ
た
調
査
員

ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
国
道
や
県
道

な
ど
、
市
道
以
外
の
情
報
も
受
け

付
け
ま
す
。

同報系防災行政無線を用いた
全国一斉の緊急情報配信訓練

　有事の際、地震や武力攻撃などの緊急情報を確実に
伝達できるよう、下記のとおり訓練放送を行います。
とき　５月 20 日 ( 水 )、午前 11 時ごろ
放送内容　「これは、Ｊアラートのテストです」×３回

問合先　市役所危機管理課　 0587(32)1275
1000668

が
５
月
中
旬
か
ら
訪
問
し
ま
す
。

統
計
法
に
よ
り
回
答
内
容
の
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
方
法
　
従
業
者
数
３
人
以

下
の
事
業
所
…
聞
き
取
り
調
査
、

従
業
者
数
４
人
以
上
の
事
業
所
…

聞
き
取
り
調
査
お
よ
び
調
査
票
へ

の
回
答

　「得する街のゼミナール（まちゼミ）」とは、市内の商店主が
講師となり、プロならではの知識や情報、コツを無料で教える
ミニ講座で、10 月に実施を予定しています。これは、小売・
サービス業を中心に、市内の商店の魅力を広く市民の方々に発
信し、各店舗へお越しいただく取り組みです。

商店街利用推進事業「まちゼミ」
問合先　稲沢商工会議所　 0587(81)5000 

1006520 ▼ とき　６月３日 ( 水 ) ①午後２時～３時
30 分②午後７時～８時 30 分 ▼ ところ　
産業会館 ▼ 対象　市内中小商店の方、商
業まちづくりに関心のある方 ▼ 定員　各
50 人（先着順） ▼ テーマ　全国に広がる
まちづくりの取り組み「まちゼミ」とは
／商店街・中小商店が元気だとまちはど
うなるか／「まちゼミ」への参加でまち・
店を変えていこう ▼ 講師　内閣府地域活
性化伝道師　松井洋一郎 ▼ 申込方法　５
月１日 ( 金 ) ～６月１日 ( 月 ) に、任意の
用紙に事業所名（中小商店の方のみ）、参
加者の氏名、電話番号またはＥメールア
ドレスを記入の上、FAX（0587(23)6200）
またはＥメール（info@inazawa-cci.or.jp） 
で稲沢商工会議所へ（電話可）

「まちゼミ」に先立ち、商店街活性化
についてセミナーを開催します！

喫茶店が教える、おいしいコーヒーの淹れ方

呉服店が教える、浴衣の着付け

整体院が教える
肩こり改善ストレッチ

お
知
ら
せ

募
集
し
ま
す

催
し
物

教
室
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

　広報いなざわ　令和２年(2020年)５月号13

国
勢
調
査

　指
導
員
募
集

市
役
所
総
務
課  

０
５
８
７(

32)

１
１
５
４  

 

１
０
０
６
３
５
０

　
10
月
１
日
を
期
日
に
実
施
さ
れ

る
国
勢
調
査
の
指
導
員
を
募
集
し

ま
す
。

▼
活
動
内
容
　
事
務
説
明
会
へ
の

出
席
、
調
査
書
類
の
受
け
取
り
・

審
査
▼
応
募
資
格
　
市
内
在
住
の

25
歳
以
上
の
方
（
警
察
や
選
挙
に

直
接
関
係
す
る
方
な
ど
を
除
く
）

▼
定
員
　
30
人
▼
活
動
期
間
　
10

月
下
旬
〜
11
月
下
旬
▼
報
酬
　
国

の
基
準
に
よ
る
▼
申
し
込
み
　
５

月
29
日
(金)
ま
で
に
、
応
募
用
紙
に

記
入
の
上
、市
役
所
総
務
課
へ
（
用

紙
は
申
込
先
に
あ
り
ま
す
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
）
▼
そ
の
他
　
こ

の
指
導
員
は
、
区
長
の
推
薦
に
よ

り
調
査
票
の
配
布
・
回
収
を
行
う

国
勢
調
査
員
と
は
異
な
り
ま
す

さ
わ
や
か
隊

　隊
員
募
集

環
境
保
全
課
（
環
境
セ
ン
タ
ー
内
）  

０
５
８
７(

36)

３
７
１
０  

 

１
０
０
１
２
２
１

　
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
稲
沢
市

さ
わ
や
か
隊
」
で
は
、
地
域
の
環

境
美
化
の
た
め
、
約
１
８
０
団
体

２
４
０
０
人
が
活
躍
中
で
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
20

歳
以
上
の
方
５
人
以
上
で
構
成
さ

れ
た
グ
ル
ー
プ
▼
申
し
込
み
　
応

募
用
紙
に
記
入
の
上
、
環
境
保
全

課
、
支
所
、
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
　

※
用
紙
は
申
込
先
に
あ
り
ま
す
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
一
斉
調
査

参
加
者
募
集

環
境
保
全
課
（
環
境
セ
ン
タ
ー
内
）

０
５
８
７(

36)

３
７
１
０

▼
調
査
期
間
　
６
月
５
日
（金）
〜
９

月
30
日
（水）
（
期
間
内
に
調
査
で
き

な
い
場
合
は
変
更
も
可
）
▼
内

容
　
川
や
た
め
池
、
水
路
な
ど
身

近
な
水
辺
の
水
の
き
れ
い
さ
・
水

の
量
・
生
態
系
な
ど
の
調
査
・
報

告
▼
申
し
込
み
　
５
月
７
日
(木)
〜

６
月
30
日
(火)
に
申
込
用
紙
に
記
入

の
上
、
環
境
保
全
課
へ
（
用
紙
は

申
込
先
に
あ
り
ま
す
）
　
※
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者
と
一

緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

　第３次都市計画マスタープランに掲げる市
街化調整区域での土地利用方針に則した「市
街化調整区域内地区計画運用指針（案）」を
公表し、広く意見を募集します。

▼募集期間　５月14日(木)～６月12日(金)

▼閲覧場所　市役所都市計画課、市役所行政
情報コーナー、支所、市民センター　※市の
ホームページにも掲載します ▼提出方法　案
に対する意見と、住所・氏名（団体名）を記
入の上、持参または郵送（〒 492-8269　稲
沢市稲府町１）、FAX（0587(34)1872）また
は市のホームページから市役所都市計画課へ

▼その他　結果は、市のホームページで公表
し、個別に回答はしません

パブリックコメントの募集

問合先　市役所都市計画課
　　　　 0587(32)1362 

1006382

出し方を間違えると火災の原因になるもの

●乾電池、ボタン電池
　市役所、支所、市民センターなどに常設の乾電池回収箱へ
●スプレー缶、カセットボンベ
　必ず中身を使い切り、屋外で穴を開け、月１回のリサイクル資源（スチール缶・小物の鉄類）回収へ
●ライター
　必ず中身を使い切り、月２回の不燃ごみ収集へ
●電池が外せない小型の家電製品、小型充電式電池（リチウムイオン電池を含む）
　市役所、支所、市民センターなどに常設の小型家電回収ボックスへ

　昨年、５月16日に発生した環境センターでの火災から１年が経ちました。
しかし、火災の原因となりうる穴の開いていないスプレー缶やスマートフォ
ンなどのバッテリーが、今でも誤って不燃ごみとして出されています。
　二度と火災を起こさないため、５月は強化月間として、ルールが守られて
いないごみの取り残しを強化するとともに、集積場所での啓発を行います。
※ 自分が出したごみが取り残されていた場合、一旦ごみを持ち帰り、分別
した上で次回の収集日に出し直してください

ごみの正しい分別をお願いします！ 問合先　  資源対策課（環境センター内）　 0587(36)0135
1006367


